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〔千葉医学 58，380，1082J 
〔海外だより〕 ハイデルベルク便り
ベッオlレト教授の主宰する西ドイツ・ハイデノレベルク
大学皮膚科クリニークに来て， 2週間が過ぎました。雨
のハイデjレベlレクといわれているように，この街に到着
以来雨の降らない日は 2， 3日程度で，外出には傘を
欠かせません。 しかし昨日も今日も素晴らしい秋晴れ
で，ネッカー河畔から見る哲学者の道も，またハイデル
ベ/レク城も秋の日差しに映えて美しい姿を見せておりま
す。ネッカー河畔にあるハイデ、/レベノレク大学皮膚科クリ
ニークの周囲に饗える大きな樹々の葉も黄色に色付い
て，秋深しという感じがします。
文部省の短期在外研究員として 9月20日に日本を出発
しました。パリのサン・ノレイ病院，スイスのチューリツ
ヒ大学病院，さらにオーストリアのウィーン・ラインツ
市立病院の皮膚科を訪問したあと， 10月 7日から西ドイ
ツのハイデソレベルク大学の皮膚科を訪れています。この
度の訪問で痛切に感じたことはヨーロッパにおける皮膚
科学が長い長い歴史の下で発展してきていること，さら
にそれぞれの大学の皮膚科クリエークが優れた伝統の下
に新たな努力を重ねていることです。
:白人には皮膚疾患が多いためと思いますが，ヨーロツ
パの大学病院皮膚科では，年間外来患者数は千葉大学の 
2倍以上ですし，入院患者のベッド数も 2-3倍を維持
しております。さらにヨーロッパの皮膚科クリニ}クで
は，千葉大学の旧病院がそうであったように，外来も病
棟も教授室もスタッフ・ノレームも， さらにはルーチン検
査を含む研究室も一つの単位になっています。ここでは
医師の数はオーベノレ・ア/レット 6名を含んで、20人前後で、
すが，女医さんの多いのも千葉大学と同様です。検査室
ないし研究室には検査ないし研究助手の女子が数人ず、つ
常勤でいることはうらやましい限りです。
ノ、ィデソレベlレク大学を含めてヨーロッパの大学皮膚科
クリニークの疾患の種類ですが，湿疹，アトピー性皮膚
炎，乾癖，下腿潰蕩など日本を含む文明国が悩んでいる
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皮膚疾患が含まれています。メラニンの少ない白人に老
人性沈費や基底細胞癌が生じると，診断しにくいもので
す。
ドイツの皮膚'科学には性病学という標題も含まれでい
ます。ここの皮膚科クリニークには STDCsexually 
transmitted diseases)外来があります。梅毒はもちろん
ですが，淋疾や非淋菌性尿道炎の診断と治療が行なわ
れています。ハイデノレベノレクが観光地であるためでし
ょうが， 市の保健所に登録されている売春婦の検体も
送られてきています。さらにここには Androgie と 
Proktologieの外来があり，男子不妊症や痔核なども
取扱っています。
ノ、ィデノレベノレク大学の皮膚科クリニークのある歴史的
に古い建築物のある地区には 婦人科， 耳鼻科， 精神p
科，放射線科，歯口科，および眼科のクリニークがあり
ます。眼科の外来は市電の通っている道路の歩道から直
接に入ることができます。また内科クリニークは少しネ
ツカー河を下った位置に大きな別棟として独立していま
す。
ノ、イデソレベノレクの鉄道駅からネッカー河に向っていく
と，河をまたぐ橋があります。この橋を渡った対岸に沿
って，さらに下流の位置に外科クリニーク(泌尿器科を
含む)と小児クリニークが近代的な建築として立ってい
ます。また医学部の基礎の教室やドイツ癌研究所もこの
地区にあります。頭部と頚部を中心とする臨床各科のク
リニークをこの地区に移転させる計画が進み，九分通り
建物は完成しておりますが，予算の関係で工事が中止さ
れているようです。
あと残すところわずか 1カ月ですが，ハイデ、ノレベルク
大学皮膚科クリニークに滞在したことが，今後の研究，
教育，臨床に役立つよう努力するつもりです。
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